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基本目標 4

快適で活力ある暮らしの基礎をつくる

政　策　の　体　系

政策
41

魅力とうるおいのある生活
空間をつくる

政策
42

にぎわいとときめきにあふれた
地域社会をつくる

政策
43

〔社会基盤・観光・国際化〕

快適な暮らしの空間と人・物・情報の盛んな交流が、「にぎわい」をもたらします。

秩序ある土地利用や安全で質の高い社会基盤を整備することにより、都会的な利便性と自然とふれあ

いながら暮らせる快適性という本県の有する優れた特徴にさらに磨きをかけ、豊かさを実感できる地域

づくりを進めていきます。

そして、人と人とのふれあいを大切にし、活力あるまちづくりやむらづくりを進めるとともに、魅力

ある観光交流社会づくり、さらには経済や教育・文化などあらゆる面での国際化を進めることにより、

交流の輪が広がり、その交流から新しい文化や情報が発信される、にぎわいの郷土をつくっていきます。
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「栃木県生活排水処理構想」は、下水道、農業集落排水施設、浄化槽等について
効率性・経済性の観点から、地域の特性に応じた適正な整備手法を定めています。

県民の日常生活や経済活動に不可欠な社会資本を、効率的・効果的に整備・充実することで、
快適で活力のある暮らしを確保します。

目 標�

安全で安定した水の供給�

生活排水処理施設の整備・普及�

今後必要となる水資源を開発・保全するとともに、安全な水を安定的に供給できるようにします。

水道の普及促進
○市町村が行う水道未普及地域解消事業への支援
○広域水道事業のあり方検討

水資源の確保と保全

県民5人に4人が利用可能な生活排水処理施設を計画的・効果的に整備します。

下水道の整備・普及

農業集落排水施設の整備・普及

浄化槽の設置促進

政策41 快適で活力ある暮らしの基礎をつくる

施策の目標�

施策の目標�
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公共交通ネットワークの整備�

体系的な道路網の整備�

自動車交通などの他の移動手段とのバランスの取れた公共交通ネットワークを整備します。

公共交通の利便性、快適性の向上
○鉄道駅のバリアフリー化促進
○新交通システムの導入検討

公共交通を支える道づくり

誰もが、どこへでも安全でスムーズに移動できる道路ネットワークの形成により、県土の発展
と県民生活の利便性向上を図ります。

県内外との交流・連携を高める道づくり
○北関東自動車道など高規格幹線道路の整備促進
○鬼怒テクノ通りなど地域高規格道路をはじめとする広域
道路の整備推進
○黒磯インターチェンジ（仮称）追加などによる既存の高速
道路の利便性向上

日常生活を支える道づくり
○地域間の交流連携を支える道路の整備推進
○すれ違い困難箇所の整備推進
○都市の環状道路や都市内道路の整備推進

渋滞のない道づくり
○宇都宮環状北道路などの主要交差点や簗瀬立体などの鉄
道交差部の立体化

パーク・アンド・ライドのイメージ

新鬼怒川渡河道路完成予想図 黒磯インターチェンジ(仮称)完成予想図

施策の目標�

施策の目標�
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県民誰もがうるおいのある生活を実感でき、地域住民の交流が促進される魅力ある生活空間
を創出します。

目 標�

個性の輝く地域づくり�

活気あふれるまちづくり�

総合的かつ計画的な土地利用を推進するとともに、地域の特性を活かした地域づくりを進め、
さらに広域交流・連携を推進します。

総合的かつ計画的な土地利用の推進
○適切な土地利用の誘導及び土地利用情報の充実

地域資源を活かした「わがまち」づくり
○市町村に対する地域再生計画※・特区計画※の策定・支援
○地域独自の自発的な地域づくり活動への支援

広域交流・連携による地域づくり
○市町村間の連携事業への支援
○県域を越えた広域連携事業の推進
○広域交流拠点施設整備への支援

都市計画の適切な運用のもと、住み良い居住環境の形成を進めるとともに、快適で活力あるま
ちづくりを推進します。

機能的で暮らしやすい市街地の整備・再生
○幹線街路や都市環状道路の整備推進
○土地区画整理事業による市街地の整備・再生の促進

中心市街地の活性化
○市街地再開発事業等による魅力ある賑わい空間の創出等
の促進

地域の創意工夫を活かしたまちづくり

良好な住まい・住環境づくり
○住宅性能表示制度※の普及促進による安全性に優れた住
宅づくりの推進
○地域住宅交付金制度※の活用による地域の創意工夫を活
かした住環境の創出

政策42 魅力とうるおいのある生活空間をつくる

施策の目標�

施策の目標�
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いきいきとした農山村づくり�

美しい景観とみどりづくり�

農山村の持つ豊かな地域資源を保全・継承・有効活用し、地域住民が都市住民と積極的に交流
する農山村づくりを推進します。

農山村の持つ豊かな地域資源の保全・継承
○良好な農村景観形成のための景観農業振興地域整備計画※

の策定促進

都市農村交流の活発化
○地域資源を活用した農村滞留プログラムの開発
○市民農園等の農作業体験施設の設置促進

快適な農山村空間の創造
○中山間地域等直接支払制度の推進による耕作放棄地の解
消

ふるさと“とちぎ”の自然・都市・農村等の地域特性に配慮した景観の保全・創造を図るとと
もに県民参加によるみどりづくりを推進します。

良好な景観の誘導
○市町村等への景観アドバイザーの派遣
○地域住民との協働による違反広告物の除却推進

花と緑づくり活動の推進
○市町村緑化推進組織の設立促進及びボランティア団体ネ
ットワークの構築

○花や緑づくり活動の普及啓発や指導者の養成
○平地林や都市緑地の保全活動への住民参加の促進

美しい街や個性的な地域を形成する道や川づくり
○目抜き通り等における道路の無電柱化※の推進
○道路の緑化、歩道の美装化の推進

施策の目標�

施策の目標�

街の顔となる道づくり
（城内坂・益子町）

学校緑化活動
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憩いと安らぎの公園や水辺空間づくり�

県民が安心して憩い安らぐことのできる公園や水辺空間を創出します。

親しみのある都市公園づくり
○季節の花々に関するイベント、地域の特色を活かした体
験イベント等の開催
○県民とともに取り組む公園づくりの推進

うるおいのある水辺空間の整備と利用促進
○親水性のある河川の整備と適正な維持管理
○地域住民と取り組む水辺づくりの推進

日光だいや川公園　パークゴルフ場（日光市）

松田川ダム　森と湖に親しむつどい（足利市）

施策の目標�
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交流と連携を促進していくことで、地域の個性と活力を高め、出会いとふれあい、そしてに
ぎわいにあふれる地域社会を創造します。

目 標�

魅力ある“観光とちぎ”づくり�

国際化の推進�

観光立県に向け、多くの人たちが活発に交流する、魅力と活力に満ちた“観光とちぎ”づくり
を推進します。

地域の魅力を生かした誘客の推進
○首都圏をはじめ関西や東北地域等からの国内誘客対策の
強化　
○東アジアを中心とした外国人誘客対策の充実
○フィルムコミッション※活動の推進

地域の特性を踏まえた観光地づくり
○観光地のブランド力の向上と環境整備の推進

観光地へのアクセス向上
○観光地アクセス道や周遊道の整備、道路案内標識・道路
情報板の設置等

教育、文化、産業など幅広い分野での更なる国際化や多文化共生社会の実現に向け、国際化時
代にふさわしい魅力ある地域をつくります。

多文化共生地域づくりの推進
○外国人にもわかりやすい生活情報等の提供や外国人の
日本語学習の促進

産業分野における国際化の推進
○投資や観光分野での本県の魅力発信

県民主体による国際交流・国際協力の促進
○県民の国際活動促進のための情報提供の充実

○友好交流先等との交流のすそ野拡大
○草の根レベルの多様な国際協力の促進

国際感覚豊かな人材の育成
○国際理解のための講座等の開催の促進　　
○学校教育における外国語教育や外国人児童生徒・帰国児
童生徒への教育の充実
○国際感覚に優れた地域リーダーの育成促進

政策43 にぎわいとときめきにあふれた地域社会をつくる

施策の目標�

施策の目標�
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社会貢献活動の促進�

社会貢献活動の健全な発展を促進し、ボランティアやNPO、企業、行政などが、パートナー
シップの下で協力し合える環境をつくります。

ボランティア・NPO活動促進のための環境づくり
○人と情報の交流等の拠点となる「とちぎボランティア
NPOセンター」の機能充実
○NPO等の人材育成等組織基盤の強化

協働を推進するための環境づくり
○全県的に協働を推進するための仕組みづくり
○提案・実践型協働推進事業の実施

情報ネットワーク社会の推進�

いつでも、どこでも、何でも、誰でも必要な情報やサービスを手軽に利用できる情報ネットワ
ーク社会の推進を図ります。

情報ネットワーク社会の実現に向けた環境の整備促進
○山間地等における情報通信基盤の整備促進
○すべての県民における情報リテラシー(活用能力)の向上

情報通信サービスの利活用促進
○県民が行政手続きの申請や行政情報の入手、行政参加を
行う際のＩＴ利活用の促進
○地理情報を活用したわかりやすい情報提供の充実
○行政における地上デジタル放送の利活用方策の検討

とちぎボランティアNPOセンター「ぽ・ぽ・ら」での活動風景

施策の目標�

施策の目標�


